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１．はじめに

大学の教養課程における韓国語教育とその問題点については朴・田島

（2013b）で述べた．現状を踏まえて本稿では，大学の韓国語教育を発音とア

クセントを中心にした効率的で実践的なものにするための方法についてより

具体的に考える．

現在，日本で韓国語を教養科目として設置している大学では，授業用に

様々なテキストが使用されている．それらすべてをここに網羅することはで

きないが，一般的なテキストとして，中央学院大学の法学部で2012年度コリ

ア語教科書として採用した，『ことばの架け橋』と商学部で2013年度採用さ

れている『できる韓国語 初級』の発音の記述を分析し，話すことを中心に

考えた場合の韓国語教育の方向性を本稿で模索したい．

具体的には，上記二冊の教科書本文の内容から，文法事項を除いた発音に

関する記述を中心に比較検討し，大学の教養課程における韓国語教育を実践

的で「話せる」ことを目的にするための方向性を提示する．

韓国語は，初級段階での正しい発音の習得が中級以降において重要であ

る．それぞれの単語レベルもさることながら文になった時のアクセントにお

いて中級学習者にみられる発音，抑揚のくせは，容易に修正されるものでは

な
１

いので，初級の正しい発音教育は学習を進めていく上でたいへん重要であ

る．

２．テキストと発音，抑揚について

２．１ 韓国語の教材開発

韓国で韓国語教材の研究が始まったのは1970年代に入ってからであり，本

格的な教材の開発は1980年代中盤以
２

降である．
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1980年代以降出版されたテキストは，主に大学付設の語学研究所のテキス

トで，授業を前提としたものであった．構成は，文法のレベルの段階に従っ

て，日常生活の場面の主要フレーズを配するというものである。学習者が主

に大学での語学研修を受けているという状況で想定した，大学，食堂，市

場，デパート，病院，空港など，日常生活で遭遇しうる場面において本文の

会話を示し，その中で必要な文法項目を学習して，本文の会話を暗記させる

という構成であ
３

る．

ソウルオリンピック以降は韓国語学習者の増加に伴い，教材が増えた。

1990年代後半以降の韓国語教材は，課題中心，機能統合型教材が開発される

ようになり，この時期以前の教科書と多くの違いがある．しかし，近年にな

るまで発音，アクセントを積極的にテキストに取り入れたものは見あたらな

い．

現在は社会的な要
４

求もあり，大学の付属語学研究施設の増加，民間の語学

教室の増加に伴い，毎年多くの教材が出版されており，なかには発音を扱っ

た参考書も増えている．しかしながら，国語辞典の編纂が国家事業として

2001年に開始されたという事実を併せて考えても，韓国の自国語研究と自国

語を対象化した他者からの視線の教材の開発は，最近になって本格化したと

言っても過言ではない．

日本での韓国語教材の開発も活性化した当初のきっかけは，ソウルオリン

ピックであり，時期としてもその前後になる．ソウル五輪からほぼ20年後の

ブームによる学習者の増加に伴い教科書の出版もそれまでに比べ大幅に増え

た．韓国語学習教材を目的によって大きく分けると，大学等の教育機関のテ

キスト（学期単位や通年の授業で使うことを想定して作られている），民間の語

学学校等で使うために作られたもの，独習用の参考書，特定分野別文例集な

どがある．

２．２ 中央学院大学で使用しているテキストについて

中央学院大学の法学部では，コリア語のテキストとして2011年度から２年
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間『ことばの架け橋』（生越・曹，白帝社，2012改訂版）を使用した．当該テ

キストは， 21課構成で，１課から３課までがユニット１，４課から11課ま

でがユニット２，12課から21課までがユニット３の三部構成になっている．

発音の記述は，ユニット１で単語を中心として以下のように説明されてい

る．

第１課 文字と発音（１）母音（１）子音（１）

第２課 文字と発音（２）母音（２）子音（２）

第３課 文字と発音（３）終声，連音化

ユニット２以降は学習に必要な文法内容と場面設定の会話で構成されてい

る．文の中での発音について練習を設けることはしていないが，本文の例示

の下の部分に，正しく読むために注意する発音という項を設けている．たと

えば，

→

→

→
５

のように正字法に合うように書かれた本文を，発音通りに読むために書き換

えている．さらに発音が変化している部分を色分けし表記している．本文の

文法の説明の項では，それぞれの課で発音の法則を振り分けて説明している

以外，欄外にも「連音化に注意」など発音の法則別に表記されている．

商学部で採用されているテキストは，『できる韓国語 初級Ⅰ』であり，

全体が20課＋レッスン４の構成になっている．構成は全体をPart Iから

Part IIIまでの三部構成にし，Part Iのレッスン１～４とPart IIの第１課

～第20課，Part IIIのまとめになっている．

発音については，Part Iで以下のように扱っている．
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Lesson 1 基本母音

Lesson 2 子音，激音，濃音

Lesson 3 パッチム

Lesson 4 合成母音

また，Part IIIのまとめの中にも発音の法則の項目を設けている．

Part IIでは，語彙説明の後に， 発音を練習してみましょう>という項を

設け，たとえば以下のように連音化が説明されている．

発音を練習してみましょう>

→（実際の発音）

：連音化（P173参照）によってパッチム「 」の次の「 」に移動され

る．

→（実際の発音） ：

：二重パッチム（P181参照）の後「 」がくると，二重パッチムの後ろ

の子音が連音化され
６

る．

両テキストとも付録としてCDが添付されており，本文の文章の発音を

CDで聞くことができる．しかし，注意する発音についての記述は，本文全

体の分量と比べて少ない．また，両テキストともにアクセントについての記

述はまったくなされていない．さらに両方のテキストで言えることは，完全

な文を扱い，日常生活に必要な動詞，形容詞等の用言の選別があまりなされ

ていないことである．

だが，日常会話，特に対面の対話の場合に文法的に正しい完結した文が使

われる割合は非常に低い．加えて，生活場面に即した構成であるので，特定

の場面以外に使う用途が限定される名詞の学習のために多くの時間が費やさ

れることになり，学習意欲を削ぐ原因にもなっている．
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３．話せる言語としての韓国語の授業のために

以上，現在のテキストを見てきたことから言えることは，アクセントの記

述，日常生活で使われる用言の選択，実際に使う活用形の練習が絶対的に不

足していることである．

では，どのようにすれば韓国語教育をより実用的なものにできるだろう

か．筆者の一人は中央学院大学法学部のコリア語の授業で，2012年度より

Speak Everywhereというウェブツールを活用している．2013年度も継続

して活用しているが，今回は調査実験として，2012年度の法学部１年次配当

の「コリア語Ⅰ」の受講生21人に対し
７

SE使用について四つの選択肢を設け

た上で，その結果を見てみた．受講生が文字を読めるようになった段階で，

以下の選択肢を提示した．

①事前に発音を例示しない（SEを全く使用しない）

②一度練習し，リピートさせる（SEは使用しないが授業で音読する）

③ SEで週に一回授業外の課題を出す（時間は自由）

④ SEで週に二回の課題を出す（各授業にSEの課題を出す）

受講生は，それぞれ四つの選択肢の中から一つを選択し，一週間後の次の

時間に，サンプル問題のテストを出され解答する，という手順でデータを得

た．サンプル問題は，単語が10，助詞をつけた文節が10，完全な文章が５で

ある．以下が四つの選択肢それぞれの正解率を平均したものである．

以上の結果からすると，①，②のケースは同じように正解率が低い．それ

表１ SE使用・不使用によるサンプル問題正解率の違
８

い

グループ ① ② ③ ④

人数 11人 10人 10人 11人

正解率 21％ 25％ 64％ 59％
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に対して③の場合がもっとも正解率が高かった．それは，多くの場合，直前

にSEの課題を提出し（当日の朝など），正解を覚えていたことによるもので

あると考えられるが，一週間に一回だけの自主的な努力であっても成果があ

るということを示唆している．④の場合は，課題提出がサンプル問題のテス

トの直前にならないために時間の経過によって正解率は下がることを示して

いるが，回数を増やすことで反復学習が習慣化されれば改善が期待できる部

分である．

語学学習において復習は，音を記憶するために大変重要で欠かせないもの

であり，その音の部分を定期的に自分の声で録音できるSEのシステムは有

効であることが分かる．

３．１ 場面設定から単文の繰り返しによる練習重視の授業

この調査実験からさらに得られたことは，単語レベルでは比較的習得しや

すい語の抑揚であっても，文になるとなかなか覚えられないということであ

る．この傾向は学習時間が長い場合でも変わらない．

そのため，多くのテキストで使われる場面中心の会話の練習は，本文内に

十分な練習問題がなく，授業内で限られた発話時間しか持つことができない

現状の大学教養科目の韓国語の学習においてはコミュニケーションという面

から考えると有効とはいえない．多くの場合自主的な学習をサポートする副

教材がCDしかない状況で，CDに頼る学習には限界があり，単調であって

関連性の薄いフレーズの繰り返しは学習者の意欲を削ぐことになりかねな

い．

書かれたテキストと限られた発話時間を補う意味としてのSEの意義は大

きい．発話時間を補うためには必要に応じたスポット問題としてSEを活用

するのではなく，通年単位でSEによる練習を組み込んだプログラムを作成

することが必要である．
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３．２ 自習環境と学習意欲を高める仕組みとしてのSEの活用

制約の多い大学の授業で効果的な教育を考えるには，まず学習者の学習意

欲を高めることが最優先されるべきである．それは，韓国語学習の動機づけ

を高める仕組みをいかに取り入れるかである．

自習環境をSEで提供し，定期的に学習していくこと，SEの内容も単純

な音声のリピートに限らず，パネル学習，フラッシュカードなどを用いた記

憶力を高める要素を取り入れ，それらの問題を解いていくことで発音と発話

に自信をつけ，さらに通じる発音で発話ができるというバーチャルな体験を

することが，学習の動機づけを高めると考えられる．

３．３ SEの使用を前提としたシラバスの設計

以上のことを念頭において，通年授業にSEを組み込んだプログラムを設

計する必要性がある．具体例には，発音の練習を最初に実施するが，それに

は多くの時間を配分せず，単文を繰り返し練習していく．単文に使われる単

語は韓国の日常生活で使われる頻度の調査から等級分けされてい
９

る部分を使

用し，それらを練習するうちに語彙と用法，発音が自然に感覚的に身につく

ことを狙う．

以下は2012年度実施したSEの実績をふまえて，新たなシラバスとして通

年授業を念頭に作成してみた既存の特定教科書の使用は前提としないシラバ

スである．

表２は前期のシラバスで，まず，文字の読みとともに，最低限必要な自分

の意志を表現できるようにすることに重点を置く．

表３が後期のシラバスで，時制の練習を通じて表現を多様にすることに重

点を置いている．さらに，単語の学習はもとよりそれぞれのアクセントの変

化に柔軟に対応できるように各レッスンごとにSEによる練習を週に１～２

回設けることにしている．詳しい内容とSEの練習については稿を改めて述

べる．
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４．終わりに

大学の教養課程における韓国語の教育は，韓国の歴史や文化を理解させる

ことで所期の目標を達成したともいえるが，語学としての到達水準があまり

にも低いのも現実である．

多くの大学では，週１コマで１年～２年程度の時間数しかなく，授業内で

習得できる範囲は限られるからである．さらに試験のためにテキスト中心に

表２：「コリア語Ⅰ」前期のシラバス案

Section0：文字の学習

L1 文字の学習

Section1：現在の行動や気持ちを表現しよう

L2 ～

L3 ～

L4 ～

Section2：依頼する

L5 ～

L6 ～

Section3：否定・不可能表現を練習する

L7 ～ 否定

L8 ～ 否定

L9 ～ 不可能

L10 ～ 可能

L11 ～ 不可能

L12 ～ 禁止

L13 ～ 希望
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ならざるを得ず，結果個人の努力がなければ単位を取っても，会話のレベル

は，日常会話のレベルに達しないことが多い．

通年の30コマの授業時間をどのように拡張してより実践的な語学の授業を

行うことができるかが課題である．調査実験の結果を踏まえ有効なシラバス

が作成できれば，SEを通じた個人練習を加えることによって日常会話に不

自由しない会話力を身につけることは到達できる目標であると考える．そこ

を目指して，SEの活用とシラバスを検討していく予定である．

〔注〕

表３：「コリア語Ⅰ」後期のシラバス案

Section4：現在進行について表現しよう

L14 ～

L15 ～ 動詞現在連体形

L16 ～ ╱ 形容詞現在連体形

Section5：過去形について表現する

L17 ～

L18 ～

L19 ～

Section6：未来について表現しよう

L20 ～ 未来連体形

L21 ～

L22 ～

Section7：仮定表現を練習する

L23 ～ 仮定 ．

L24 ～

L25 ～
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１ 長谷川（2000）における実験の結果，中級以上の学習者にも初級と同じアク

セントの傾向がみられる．

２ この時期はソウルオリンピックの開催が決定し，韓国語を世界に向けてアピ

ールする機会としてとらえられ，政府も積極的な支援を行った．しかし，多く

の教材は，韓国国内で行われる国語の教科書を英訳した水準であり，外国語と

しての韓国語をとらえているテキストは少ない．

３ 多くの教材のパターンは，文型だけ提示され文法説明がない．教材の最後に

付録という形態で文法内容を記述し，文型提示→文型説明→例文の形式をと

る．記述言語は主に英語である．

４ 海外に韓国語を広めるという目的とともに，韓国国内に増加する中国出身の

韓国人や就業のために来韓する外国人が年々増加しており，多言語社会として

韓国語の教育は緊急の課題となっている．その場合の韓国語教育はより現実に

即した効果的な教育方法が必要である．多くの場合，このような教育方法は効

果的であるが，学習対象者が韓国在住という点で，学習時間面，内容に関し

て，海外で韓国語を学習する学習者とは違いが出てくる．韓国国内の教育機関

で使われる教材をそのまま海外で使うことはできない．

５ 『ことばの架け橋』p.84．

６ 『できる韓国語 初級Ⅰ』p.111.

７ Speak Everywhereは以後 SEと略称する．

８ それぞれ時期と問題を別にし①と④，②と③は同一グループである．

９ （2008）．
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